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１ 開催日  ２０２２年１２月２７日（火） 

 

２ 開催場所 災害対策本部室３－１ 

 

３ 出席委員 市長   石阪 丈一 

       教育長  坂本 修一 

       教育委員 後藤 良秀 

       教育委員 森山 賢一 

       教育委員 井上 由奈 

       教育委員 関根 美咲 

 

４ 市長及び町田市教育委員会教育長の署名 

 

       市長 

 

 

       教育長 

 

 

５ 出席事務局職員 政策経営部長            神蔵 重徳（司会） 

          経営改革室長            黒田 豊 

          政策経営部長次長兼企画政策課長   唐澤 祐一 

          市民協働推進担当部長        大貫 一夫 

          文化スポーツ振興部長        篠﨑 陽彦 

          子ども生活部長           神田 貴史 

          学校教育部長            石坂 泰弘 

          指導室長兼指導課長         小池 木綿子 

          生涯学習部長            佐藤 浩子 

           

 

６ 議題  「次期町田市教育に関する総合的な施策の大綱の策定に向けて」 

      協議事項①「社会環境（特に子どもを取り巻く環境）の変化について」 

      協議事項②「次期教育大綱を策定するための検討の方向性について」 
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７ 議事の大要 

 

【午前１０時３０分開会】 

 

神蔵部長 皆さん、おはようございます。 

 

全員 おはようございます。 

 

神蔵部長 定刻となりましたので、ただいまから 2022 年度第１回町田市総合教育会議を

開催いたします。 

私は本日の司会を務めます町田市政策経営部長の神蔵でございます。よろしくお願いい

たします。 

 

全員 よろしくお願いします。 

 

神蔵部長 それではまず始めに、配布資料の確認を事務局からいたします。 

 

唐澤次長 皆さん、おはようございます。事務局を務めます企画政策課長の唐澤と申しま

す。着座にて失礼いたします。それではお手元の資料をご覧ください。本日の資料は全部

で３点でございます。 

まず資料の１、2022 年度第１回町田市総合教育会議次第でございます。続いて資料の

２、町田市教育に関する総合的な施策の大綱、これは現在の教育大綱でございます。資料

の３、町田市教育に関する総合的な施策の大綱の策定について、以上となります。不足は

ございませんでしょうか。 

 

神蔵部長 よろしいですかね。それでは開会にあたりまして石阪市長よりご挨拶申し上げ

ます。 

 

石阪市長 おはようございます。 

 

全員 おはようございます。 

 

石阪市長  年末の押し迫った日に開催ということになり、まずはお詫びを申し上げます。

10 月の真ん中にコロナで市民病院に入院してしまい、11 月の日程の目途が立たなかった

ので、年末の一番忙しい時に、この会議ということになりました。申し訳ございませんが、

どうぞよろしくお願いいたします。 

教育委員の皆様には、本当に日頃から子どもたちのために頑張っていただいております。

これはもう昔から言われているのですが、町田市の教育委員は、他の市と比べて、かなり

忙しいと言われております。ですが、それだけ子どもたちにとってはありがたい存在では

ないかなと思いますし、学校を経営している先生方にとっても、皆様の存在が支えになっ
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ていると思っております。 

今回の総合教育会議は、次の教育大綱が 24 年度からスタートとなるのですが、その策

定のためのキックオフの会ということになると思います。詳細な内容は 23 年度になって

からになりますが、ただどっちを向いてボールを蹴るのかが分からないのでは困るので、

ある程度の方向性は本日のキックオフで決めていかなきゃいけないかなと思います。 

2015 年に地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正されてから、もう７年経ち

ました。既に２回、教育大綱が策定され、今度で３回目になろうかと思います。この間、

時代は変わってきているわけですが、時代の変化というと、皆さんはよく新型コロナウィ

ルス感染症の影響を言われるのですが、実はコロナで顕在化した部分と、コロナで隠れて

しまった部分と両方あるのですね。ですからコロナに目を奪われていると、実際に変わっ

てきたことや、コロナ以外のところに流れているものを見失ってしまう可能性もあるので

はないかなと思います。顕在化したところで言えば、リモート教育とか、いろんなところ

が表に出ました。諸外国に比べて、表面的に言えば、随分遅れているところもあります。

しかし、それ以外のところでは見えてないところも多分あるのではないか、そういう意味

では、環境の変化をどう捉えるかというのが、今日の議論の中心なのかなと思います。 

子どもたちの未来のために、よりよりスタートを切れればいいなと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

全員 お願いします。 

 

神蔵部長 それではこれより本日の議題、次期町田市教育に関する総合的な施策の大

綱の策定に向けての協議に入りたいと思います。 

まず、協議事項①、教育にかかわる社会環境の変化についてでございますが、協議に入

る前に資料の３、町田市教育に関する総合的な施策の大綱の策定について事務局から説明

をさせていただきます。 

 

唐澤次長 それでは協議事項①について資料をご説明いたします。 

今、ご案内したとおり、資料３の他に資料２がございますが、主に資料３を使って説明

をさせていただきます。 

協議事項①では１ページ目から 16ページ目、協議事項②では 17ページ以降を使用いた

します。 

それでは１ページ目をご覧ください。冒頭に町田市における第３期の教育大綱の策定の

主旨を述べさせていただいております。大きな点としましては、2019 年の第２期教育大

綱の策定以降、教育を取り巻く社会環境は大きく変化している事と、それを踏まえて第３

期教育大綱を策定していくという事でございます。 

次に「１教育大綱について」についてですが、まず「（１）教育大綱と教育プランにつ

いて」としまして、法に定める教育大綱の位置づけを、教育プランと並べる形で表記して

おります。ポイントとしては、表の３行目、策定方法として述べている「国の教育振興基

本計画を参酌し、その地域の実情に応じて策定」するという事が、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律に示されております。 
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次ページへ進みまして、「（２）町田市における教育大綱の位置づけ」ですが、市の基

本構想・基本計画である「まちだ未来づくりビジョン 2040」や各分野の個別計画との関

連を図示しております。ここまでは前提の話でございます。 

その下、「（３）これまでの教育大綱」のところでは、2015 年から 2018 年度までの第

１期教育大綱と、2019 年度から 2023 年度までの第２期教育大綱を示してございます。現

在の第２期教育大綱についてでございますが、お戻りいただきまして、資料の２をご覧く

ださい。教育大綱については、基本理念を「誰もが自分らしく夢を描き、叶えるまちへ」

としまして、目指すべき姿を表現してございます。 

続いて四つの基本方針と、方針ごとに考え方をまとめてございます。基本方針Ⅰでは、

「子どもが自ら未来を切り拓く力を育む」という方針のもと、学力や体力に加え、好奇心、

探究心を持って意欲的に挑戦する力を育成していくことや、遊びや地域活動など様々な体

験活動の機会を充実させていくこと、協働する姿勢やコミュニケーション能力についても

考えを述べております。 

基本方針Ⅱでは、「多様なニーズに応え、学びの環境を整える」という方針を掲げ、Ｉ

ＣＴ環境の整備や、家庭環境や障がいの有無に関わらず、学びの機会や居場所を提供して

いくこと、学校の経営力を高めつつ、教員が子どもの意欲や悩みを受け止められるような

環境を整えていくといった考えを述べております。 

基本方針Ⅲ、「地域ぐるみで子どもに関わり支える」のところでは、家庭・地域・学校

の連携を深めていくこと、家庭での教育を支援する地域の輪を広げていくことも述べてお

ります。 

基本方針Ⅳでは、「生涯にわたり学び、活躍できる環境を整える」としまして、ここは

生涯学習の分野にかかわるところになりますが、学び続け、また学び直す機会の充実や、

町田市らしさ、言ってしまえば町田の地域資源を生かした学びの機会を充実していくとい

う考えを述べております。 

それでは資料３に戻りまして、３ページ目でございます。協議事項①としてご議論いた

だきたい点でございます。 

「２社会環境の変化」と題しまして、教育大綱を検討していく上で踏まえるべき社会環

境の変化に関して、（１）から（４）の項目に分けてまとめてございます。 

まず「（１）コロナ禍を契機とした継続的な学びの必要性の高まり」についてでござい

ます。ここでは、コロナの感染拡大によって加速したデジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）と、それが子どもの学びの場では、子どもが自分のペースで何度でも繰り返し学

ぶことができるようになったということを、社会の変化として捉えております。そして、

近年のスマートフォンの普及により変化してきているコミュニケーションのあり様と、そ

の一方で人と人との直接的なコミュニケーションの重要性が再認識されていることについ

て触れております。さらに、急速に進むデジタル化社会の中で、新たな知識・技術を身に

着けていかなくてはならないという、リスキリングという言い方もされていますが、そう

した社会の潮流について述べております。 

４ページに進みまして「（２）子どもの権利や多様性を尊重する社会の意識の高まり」

としまして、まずは国がこども基本法を制定したこと、子どもの権利について強く認識さ

れるようになったことや、近年社会問題化しておりますヤングケアラーや貧困のことなど
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について述べております。また、多様性の尊重については、LGBTQや 2021年のオリパラ東

京大会を契機に注目度が増しましたパラ競技、パラスポーツのことなどに触れ、多様性を

尊重していく社会の潮流について述べております。 

次に、「（３）持続可能な地域社会の実現に向けた意識の高まり」でございます。まず

は、SDGsについて述べております。それから SDGsの 17の目標のうちの一つである「すべ

ての人に包摂的かつ公正で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する」という目

標、これは目標の４になりますが、そこから大人の学習の機会の提供について、リカレン

トという言葉もあるようですが、そうしたことについて述べております。 

続きまして、「（４）学校と地域との連携に対する意識の高まり」のところでは、コミ

ュニティ・スクールについて触れるとともに、学校と地域との連携や様々な人材の連携・

協働によって、学校の総合力を高めていこうとする社会の流れについて触れております。

以上が、教育大綱を検討していく上で、踏まえるべき社会環境の変化としてまとめた事項

になります。 

続いて６ページ目以降になります。ここでは、社会環境の変化に加えまして、現在の第

２期教育大綱の振り返りの意味で、四つの基本方針に関連づけまして、町田市がどのよう

な取り組みを進めているのかと、これは教育委員会だけでなく、市長部局の取り組みも含

めてお示ししてございます。 

それから、参考データとして、町田の現状を示す各種データ、これも現大綱の四つの基

本方針ごとにまとめさせていただいております。主なものといたしまして、６ページ目で

は基本方針Ⅰに関しまして、学校教育部が取り組んでいる学力・体力向上に関する取り組

みや「えいごのまちだ」の推進に関すること、学校教育部と市長部局の子ども生活部とが

連携して取り組んでいる幼保小連携事業などを紹介してございます。 

７ページ目下段の参考データからみる町田市の現状といたしまして、学力に関するデー

タ、８ページ目に進みまして体力に関するデータ、更に「学校で力を入れてほしいもの」

というアンケートの結果をお示ししてございます。 

９ページ目、基本方針Ⅱに関する部分でございます。取り組みとして、現在進めており

ます新たな学校づくりに関すること、それから教員の負担軽減・働きやすい環境整備に向

けた取り組み、不登校対策などに加え、表の下の方には地域福祉部が取り組んでおります

生活困窮世帯等の子どもの学習・生活支援事業について記載しております。 

参考データとしましては、10 ページ目から不登校の状況、特別支援学級の状況、教員

の働き方に関する調査データを示してございます。 

12 ページ目にまいります。基本方針Ⅲのところでは、放課後子ども教室“まちとも”、

コミュニティ・スクールの推進、子ども家庭支援センターを中心に行っています子育てネ

ットワーク連絡会の取り組みなどを紹介しております。 

13 ページ、14 ページのところでは、市の子育て支援に期待すること、市民アンケート

でございますが、そのアンケート結果、それからコミュニティ・スクールの認知度などに

ついて記載しております。 

15 ページ目に進みまして、基本方針Ⅳ。これは、主に生涯学習に関わる基本方針でご

ざいますが、生涯学習部が進める取り組みを紹介してございます。 

16 ページには生涯学習に関するアンケート、町田市未来づくり研究所が行った町田市



7 

 

の転入者アンケートの結果を載せてございます。 

説明は以上でございます。 

 

神蔵部長 ただいま事務局から教育大綱とはどういうものかということ、あとは社会

環境の現状と変化、現大綱の振り返りをさせていただきました。 

この辺を踏まえまして委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。順番にご指名

をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それではまず後藤委員、よろしくお願いいたします。 

 

後藤委員 後藤でございます。よろしくお願いいたします。それでは私から社会環境

の変化について今、感じるところを、三つほど述べさせていただきます。 

一つ目は、このコロナも含めてですけども、子どもたちの力の身につけ方についてです。

教育の中では、やはり個人個人の力を育成するのと同時に、協働の力を育成するという両

方がバランスよく必要だと思うのですね。個というところにターゲットを置いて、ICT を

はじめタブレット端末を使って、その能力を高くするということについては、ここ数年、

町田市もすごく力を入れてやってきております。その成果としては、資料３の７ページに

ありました学力のデータを見ると、全国平均程度であるが、教科によって、東京都の平均

よりも５ポイントほど低い。ここはやっぱり努力をして、何とか東京都レベルにはしたい

なというのが一つあるのですけども、ここには現れない学力としての思考、判断、表現、

つまり使える力ですね。どんな課題に対してもお互いに考えたり、判断したり、決断した

りして、解決していける、そういう力を学校は今、とても大切にしていて、そのための授

業づくりにここ数年、取り組んできているのです。そのような点で、個としての力の育成

というのは、だいぶ充実してきているのではないか、この流れを続けていきながら、目標

を達成していくということが一つだと思います。 

でもその一方で、協働の力については、やはりコロナが大きい原因だと思いますが、関

わり合う場がなくなったり、地域の行事に参加をしなくなったり、学校の中でも特別活動、

行事などがどんどん実施できなくなった。そういう中で子どもたちの元気がなくなったり、

一緒に学ぶとか、一緒に何かをやり遂げる、例えばスポーツでも勝った喜びをみんなで共

有して盛り上がっていくと。そういう場をもっともっと作ってあげたらと考えています。

これを何とかしたいなというのが現状です。 

それと２点目なのですけれども、町田市にある多様な学び場で SDGs を実感して学ぶこ

とです。でも、どうしても教科書などの紙面上で学んで、客観的に情報を聞いたりして、

SDGs の勉強をしているというのが現状なのですね。もっと地域版、もっと言えばアクト

ローカリーですね。自分の足元で行動するような SGDs を、子ども時代に経験した方がい

い。たしかに世界ではこうだとか、企業ではこういう取り組みをしていると知ることも重

要なのですが、私は子ども自身が SDGs を実感できるような、多様な学び場として町田市

にある施設を活用したらどうかと考えています。 

例えば近年できたバイオエネルギーセンターですね。私も数度行ったのですけど、すご

い良い施設ですね。あまり中は詳しく見ていないのですけど、こういうところは学びをさ

せていく場となるわけですね。あとは大地沢が今度新しいシステムに変わりますね。これ
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を今までと違う学びの場にできないかというようなことを含めて、学校任せではなくて、

今、「えいごのまちだ」で町田市全体としてスヌーピーミュージアムを活用してすべての

学校に学ぶ機会を提供しているように、何とかそういうことを考えたらどうだろうと。

SDGs町田版をやるような多様な学び場を町田市は整備しているというのが２点目。 

最後ですけども、３点目は、やっぱり地域との関わりの希薄化が今回コロナで起こって

しまったと。地域行事に参加できない。町田は「まちとも」とか、あるいは地域の青少年

健全育成地区委員会が力を入れて、いろんな行事をやったりして、それを非常に大切にし

てきた特色ある地域だと思うのです。そういうのを活かしながら、ぜひやったらどうか。

これは後ほどのこれからを考えるときに言いたいのですけども、新たな学校づくりはまさ

にその地域版、真のコミュニティ・スクールとして立ち上げるには、ちょうど次の時期と

いうか、次の５年間がターゲットになるのではないかと。やっぱり地域におけるみんなで

作る学校、通うのは小学生かもしれないですけど、私は校長時代に地域の高齢の方にも週

1 回程度通ってもらって第７学年というのを悠々園の皆さんと共同して作ったことがある

のですが、そういうものがあってもいいような、新しいものも必要かなと考えていますの

で、ここも強くしていきたいというのが願いであります。以上でございます。 

 

神蔵部長 後藤委員、ありがとうございました。続きまして森山委員、よろしくお願

いいたします。 

 

森山委員 それではよろしくお願いします。コロナ禍が学校に与えた影響ということ

については、まず１年前倒しで GIGA スクール構想がスタートしたわけです。本来はもう

１年後だったわけですけど、それがこの前倒しによってタブレット端末を用いたこの事業

が非常に早く進んだというのは、事実だと思います。正直に申し上げて、私も１年前倒し

というのが本当にいいのかどうかというのは、最後まで中教審でもいろいろ議論があった

のですが、コロナ禍に突入して、それによって早まったというのは、事実です。ですから

そういう意味では、早く始まったということは、ある面では良かったわけです。コロナ禍

でも、やはりリモート授業とか、様々な場面でタブレット端末を用いて対応できるように

なったのです。私はいろいろなかたちで市教委訪問等にもご一緒させていただいたのです

が、町田の学校はある程度の対応がなされていると思いました。今回のコロナ禍の状況に

おいて、学校が機能を果たせた大きなカギになったのは、恐らく教育委員会の対応だった

と思います。私の感じる限りでは、大体、後手後手と言いますか、いろいろ保護者からク

レームがたくさん来たり、あるいはいろいろな新聞とか何か、ああいう報道で欠点を大き

く突かれたところは、おおよそ、学校や教育委員会が組織として、しっかりと即座に適切

な対応ができてないところだったと思います。ですから、そういう意味では、町田市のこ

の数年間にわたる、特に初期対応のところでは、やはり教育委員会のしっかりとした組織

としての力というのが、大きく影響を与えたのではないかと思っていますし、今後も教育

委員会がしっかりとすべての学校の状況を適切に把握し、早急な対応策をお示しいただく

ということが必要なのではないかと思います。 

それからあともう一点は、やはりタブレット端末等の貸与によって、特に家庭環境にあ

る程度は左右されないで、学習ができるようになったということは、事実だと思います。
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まだ課題はありますけども、その中でいろいろな配慮をしています。補助金を出してリモ

ート授業が全員受講できるようにすること等、100 パーセントというわけにはもちろんい

かないですけども、これを機会に相当、家庭学習の質的な問題というのは、環境を含めて

ある程度、定着をしていったのではないかと思います。やはり ICTが導入されたことによ

って、不登校等の子どもたちについても、大変な面もまだ多々ありますけど、学校という

場になかなか行くことができない子供でも、教育を受けることができるという選択肢が一

つ増えたということは、メリットとして上げられますし、他にもいろいろメリットはある

と思います。 

ただ、冒頭に市長からもお話がありましたように、やはりリスクといいますか、課題も

明らかになってきています。ですから、そういう意味では、先程の後藤委員のご発言にも

ありましたように、やはり個別最適な学びというのはある程度根づいては来ましたが、協

働的な学びのところは、やはり今まで通りにはいかなくなったと、学校の先生方からよく

意見が出されます。それに対する何かの手立てを、いろいろ今、学校でもウィズコロナと

いうかたちに対応して、個別最適な学びと協働的な学びを結びつける授業の展開、協働的

な学びを重視する授業場面の定着等を一層進めていくことが、必要なのではないかと思い

ます。 

あと町田市が掲げる新たな学校づくりの推進計画と、このコロナウイルス感染症が学校

教育に与えた影響との関連について、最後に少しお話ししたいと思います。やはり町田市

の新たな学校づくり推進計画というのは、学校の統合ということが前面に出るわけですけ

ど、ある面では、教育の多様化という、新たな時代に即した新しい学校ということを、あ

る意味では前面といいますか、受け身ではなくて前進したかたちでの PR といいますか、

そのあたりをもっと大胆にやっていただいてもいいのではないかと思います。そういう意

味では、やはり時代に対応した学校というフレームを作るということがまず先決です。そ

れと、学校にいる教師がその新しい学校に対応ができるかどうか、箱と中身というかたち

での方向が、この新たな学校づくりの推進計画によって、立派に示されているのだと思い

ます。そういう意味では、この推進計画は、より良い学校の創造のための大きなパラダイ

ムの転換期になっているのではないかと思います。 

やはり子どもが社会性を育むためには、人とかかわる必要が当然あるわけですけども、

そのためにやはり一定の集団の規模というのが必要になると思います。そういう意味では、

社会集団の規模を保つという意味で、ぜひこの新たな学校づくりの推進計画が非常に有効

なのだということを、しっかりと市民の方々に理解いただけるようなかたちに、今後展開

をしていただけたらいいのではないかと思います。 

あと少しつけ加えますと、学力との関係からいきますと、先程も後藤委員からご発言も

ありましたけども、データを見ますと、ほとんど誤差がないかなというぐらいで、一応、

都のレベルについてはクリアしていると思いますが、学力の中には、学んだ力というか、

学んだ結果としての知識とか技能というのがあると思うのですけど、それ以外にもそれを

支えるといいますか、学ぶ力も学力です。さらにはどうやってこれを解決するかとか、分

からないことがあった場合どのような方法で分かることに進むのか、そういった問題解決

の力とか、あるいは学ぼうとする力、いわゆる関心とか、意欲とか、態度とか、そういう

ものもすべて含めて、学力というのは考えられるものです。ましてや、AI やロボティク
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スといった技術が発展した Society5.0 時代の到来に対応した学力を視野に入れていかな

ければなりません。町田市のいいところもデータの中に出ています。ですから、そういう

ところを今後はしっかりと位置づけを明確にしながら、最終的には知識に偏った学力を見

直すというところから学力をとらえ、その知識・技能を支える大きな力になる知識・技能

以外の学力の充実によって全体としての学力の底上げが図られるものだと思います。トー

タルとしての学力ということを主眼として町田市が取り組んでいることを、しっかりと表

に出すということが必要ではないかと思います。そうすると誤解も解けるというか、そう

いうかたちになろうかと思います。以上です。 

 

神蔵部長 森山委員、ありがとうございました。続きまして井上委員、よろしくお願

いいたします。 

 

井上委員 井上です。本日はよろしくお願いいたします。いただいた資料の４ページ

目に「多様性の尊重に対する意識の高まり」という言葉が出てきましたが、私からは教室

の中にある多様性についてお話をしたいと思います。 

先日、不登校の小中学生が過去最多の 24 万人を更新したというニュースが話題になり

ました。ご存知のとおり、不登校とは何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的

要因、背景により、登校をしない、あるいはしたくともできない状況にあるために、年間

30 日以上欠席した者ののうち、病気や経済的な理由によるものを除いた者と、文科省が

定義しています。 

町田市では不登校の児童、生徒が 2019 年度は小中合わせて 756 人だったものが、2020

年度には 767人、2021年度には 874人となっており、徐々に増加傾向にあります。原因と

しては、本人にかかわる要因では、無気力、不安が最も多く、学校にかかわる要因では、

友人関係をめぐる問題が最も多く、家庭にかかわる要因では、親子のかかわり方が最も多

いという調査結果となっています。しかし、実際のところどれか一つが原因であるとは限

らず、複数の原因が絡み合っている場合もあります。また別室登校などで欠席の扱いには

なっていないけれど、教室には入れない児童生徒などがいることを考えると、実際の数字

はもっと多いと推察されます。先程、市長からコロナによって顕在化した部分と隠れてし

まった部分があるというお話がありましたが、まさに不登校児童が 24 万人というニュー

スを見ると、コロナだからねと考えられがちですが、コロナ禍だから不登校が増えたとい

う一言では片付けられない問題をはらんでいると思います。私の周りでも起立性調節障害

や、感覚過敏や、発達障害、学習障害、LGBTQ など、学校で先生や友達になかなか理解し

てもらえない、簡単には話せないという声も聞きますし、子どもが学校に通えなくなって

しまって、保護者がどうしたらよいのか不安を抱えたまま孤立してしまうという嘆きを耳

にすることがあります。 

このような事態を受けて、町田市教育委員会では、2021 年 10 月に不登校のための対応

マニュアル、町田市不登校対応ガイドラインを改訂しました。フリースクールなどとの連

携も進めていますが、支援内容の質が一定でなかったり、開室日が週に１、２回しかなか

ったりとばらつきがあり、費用については無料のところから月額２万から３万５千円ほど、

さらに入学金が別途かかる場合もあり、送迎などの負担も考えると、一般家庭にはなかな
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か利用しづらい状況も垣間見えます。文科省の調査でも 24 万人の３分の１以上にあたる

８万８千人あまりが学校やフリースクールなど、どこからも支援を受けていないというこ

とが分かっています。 

また近年、海外にルーツのある児童、生徒が増加しており、都教委の日本語支援加配を

申し込んでも、他の自治体の方が対象児童が多いということで、町田市には加配教員がつ

かないという現状があります。町田市国際交流センターで、対面型の少人数グループの日

本語教室を開催していますが、ボランティアが指導しているため、年配の方が多く、子ど

もが知りたい日本語とはずれが出ているそうです。アニメやテレビ番組、最新曲などクラ

ス内で共通の話題ができるような流行を知っている若い世代の指導者が求められています。

ちなみにオンラインの日本語教室も開催されていますが、今は定員に達しているため、新

規で申し込むことはできないようです。 

このように子どもたちの実態は、かなりのスピードで多様化しており、教室で担任１人

が対応するには、限界があります。教員や保護者や地域が一体となって現在の子どもたち

について学び、理解をしていく環境整備を進めてほしいと願っています。私からは以上で

す。 

 

神蔵部長 井上委員、ありがとうございました。続きまして関根委員、よろしくお願

いいたします。 

 

関根委員 関根でございます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。私はコミュ

ニティ・スクールの取り組みを中心に述べさせていただきます。 

資料３にもありますように、５ページですね、コミュニティ・スクールは学校と保護者

や地域の方々が一緒に協働しながら子どもたちの成長を支えて、地域とともにある学校づ

くりを進めていくものです。町田市の小中学校でも、全小中学校がそれぞれの地域の特徴

を活かしながら今現在、一生懸命推し進めているところです。全体的にはコロナ禍でなか

なか実現できない状況でしたが、その中でも私自身が VC を兼任しております金井中学校

の例をいくつかお話しさせていただきます。 

当校では 10 年ほど前の早い時期から、このコミュニティ・スクールを意識した活動を

たくさん行ってまいりました。コミュニティ・スクールの要となる学校運営協議会のメン

バーは、そのほとんどの取り組みにかかわっており、多くの活動を展開しているという状

況です。お手元の資料に詳しい内容が書いてございますので、のちほどゆっくりご覧くだ

さいませ。まず SDGs 関連では、海からの５グラム・プラメッセージボトルや、コットン

プロジェクトなど、地域の大学や社会福祉施設、地元の農家、地元の企業などの方々が関

わり、子どもたちは SDGs について実感的に学んでいます。また、浴衣着付け教室では、

学校として地元に一番近い存在の金井町内会の女性の会の皆さんが中学１年生全員に浴衣

を用意して着つけてくださるという活動があります。そこでは学校や家庭だけでは出会わ

ない地域の方々に出会えるのです。子どもたちはもちろん、保護者も大変喜んでいらっし

ゃいますが、地域の皆さんにとっても、貴重な体験のようでした。この活動がきっかけで

金井中の生徒と顔見知りになって挨拶をかわすようになったとか、集団でたむろしている

中学生が怖くなくなったという声もあり、子どもたちへの理解にもつながりました。ある
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時、通学路の道端で倒れていた高齢者を複数の金井中の生徒が連携して介抱をし、救急車

を呼び、のちのち表彰を受けたこともあります。このような地域と子どもたちがつながっ

ていることを示す象徴的な出来事もありました。 

その他、キャリア教育の一貫として、職業人の話を聞く会では、劇団四季の方や映像プ

ロデューサー、スタジオジブリ、看護師、建築士、キャビンアテンダント、サイエンスプ

ロデューサー、介護福祉士、アナウンサー、新聞記者など多方面からゲストをお呼びして、

たくさんのキラキラした大人と出会う場を作っています。社会はこんなに広いんだという

ことを知ってほしいですし、自分の未来にワクワクしてほしいという思いで、このコミュ

ニティ・スクールに取り組んでおります。 

また、13 ページのコミュニティ・スクールの状況のところにもございますが、この内

容については、ほとんど浸透していないとういことが分かります。この状況としっかりと

向き合いながら、今、少しずつ始めていることがあります。これが皆さんにお配りしまし

たチラシの「まちかど子どもギャラリー」になります。小中学生の子どもたちの作品を街

中に飾ることで、地域の皆さんに子どもたちへのご理解をいただき、双方のコミュニケー

ションの中から、子どもたちが自分のふるさとである地域に愛着や誇りを持ち、同時に地

域の活性化にもつなげていくということを目的として実施しており、今年で５年目になり

ました。これはもともと金井中が 11 年前から始めていたのですが、５年前からは学校の

枠を超えて、町田第５地区の６校に加え、今では他の地区も加わり、参加する学校や施設、

展示協力店舗もどんどん増えて、地域や町田市のシティプロモーションにもつながってい

ます。学校同士のつながりがより深くなり、各学校の PTA組織や保護者の協力が加わった

り、学校の美術の先生がポスターを作ってくださったり、それぞれの地域の方が展示を手

伝ってくださったりと、一つの活動をみんなで支えるかたちになってまいりました。この

ように１校だけの小さな取り組みがコミュニティ・スクールの活動として町田全体に広が

りつつある一つの良い例になっております。 

そこで私が思うことは、このコミュニティ・スクールの中で多様な学びの環境を提供す

ることで、子どもたちは大きく変化し、めざましく成長していると心から実感している次

第です。私からは以上でございます。 

 

神蔵部長 関根委員、ありがとうございました。それでは坂本教育長、よろしくお願

いいたします。 

 

坂本教育長  それでは私からは他の教育委員の皆様から発言がなかった生涯学習の分野

について、２点に絞って申し上げたいと思います。 

１点目は足かけ３年に及ぶ新型コロナウイルス感染症の拡大というのは、社会や経済、

雇用の構造等に大きな影響を与えて、私達の働き方も大きく変化をしてきたと思います。

そうした変化に対応できるように、文部科学省では誰もがいくつになっても、学び直しが

できるリカレント教育の推進というのを打ち出しています。町田市におきましても、いつ

でもどこでも誰でも、学びの機会にアクセスできて、学び続けることができる、そういう

環境を整備していくことが大切だと考えています。また、新型コロナウイルス感染症の拡

大以降、人と人が接触する機会が減少する一方で、インターネットを通じて一人で学ぶこ
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とができる機会が増えたことから、町田市ではオンラインで学ぶことができる環境の整備

というのを図ってきました。例えば 2000 点以上の歴史的な資料をわかりやすく紹介する

町田デジタルミュージアムというのを本年４月から公開したり、10 月からは図書館にお

いて電子書籍サービスを開始したりしてきました。こうしたオンラインでの学習環境と従

来のリアルな学習環境を併用することで市民の皆様に対してよりアクセスしやすい学びの

機会を提供することが可能となりますので、このような事業は今後も充実を図っていきた

いと思っております。 

２点目は、現在、教育委員会では次期の教育プランの策定について検討しているところ

ですが、その中で生涯学習というものの枠組みというのでしょうか、教育プランの中での

新たな位置づけを議論しています。これまで我が国の主たる教育と言えば、学校教育、家

庭教育、社会教育、この三つの領域というふうにされてきましたが、現代の生涯学習とい

う考え方には、このほかに民間が行う各種の教育文化事業だとか、企業の中で行われる、

意図的というのでしょうか、組織的な学習活動、あるいは人々のスポーツ、趣味、レクリ

エーション、ボランティア活動なども含まれます。もともと生涯学習の枠組みの中では、

学校教育と家庭教育、社会教育が一体という視点を持っていて、これは学校教育、これは

社会教育、これは家庭教育、地域の問題というように分けないで、包括的に考えることが

大切だと考えています。例えば、不登校児童・生徒や外国にルーツがある子どもたち、ハ

ンディを持った子どもたちの持続可能な学びをどのように保証していくかということを、

学校では、家庭では、地域ではと個別に考えるような時代ではなくなってきていて、総合

的に考えていく必要があるということです。なかなか行政の縦割りを排除するような方法

を考えるというのは難しいのですが、一人一人の児童、生徒や市民の皆様がこの町田市で

成長できるようなそのような枠組み、仕組みを整理して考えていきたと思っております。

以上でございます。 

 

神蔵部長 坂本教育長、ありがとうございました。それでは市長からのご意見をいた

だきたいと思います。石阪市長、よろしくお願いいたします。 

 

石阪市長  ５人の委員からたくさんのご発言がありました。最初の後藤委員の話は協働

の力のということで、やっぱり一人では生きていかれないわけだから、みんなで生きてい

きましょうという、学校の本質的な意味ですよね。だから、そこが何年経っても、これか

ら 10年経っても 20年経ってもなくならないというのは、当たり前のことですね。協働で

一緒に学ぶということなのですけど、私も最近考えていたのは、市役所の職員は、教育委

員会も入るかもしれないですけど、周りを見て育っているというふうに私は思うのですね。

普通に言えば、周りを見て行動をしているのではないかなと思うのですね。これはいいと

ころかも分からないですけど、アメリカ人だったら、周りを見て行動するって変だろうと

言われてしまうと思うのですよね。自分がどうするかというのが先だろうと。一方、日本

人の場合は、周りを見てどうするか考える。学校においても、これは日本の中の話ですけ

ど、やっぱり周りを見て勉強する。友達が勉強している、じゃあ自分も勉強する。もう普

通の話ですよね。だからそこが一番大事なところなのです。周りに友達がいて、先輩がい

て、後輩がいてという関係、つまり縦の関係も含めているというのが大事かな、そういう
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意味では、コロナはさっき言ったマイナスの部分だったのかなと思っております。 

それから、マイナスの部分というか、隠れていた部分ですけど、先程、指摘がありまし

たが、たしかに不登校というのが増えているのは、このグラフを見たら、2018、19のとこ

ろがトレンドなのですね。コロナの前が一つのトレンド、今日いただいた資料の 10 ペー

ジ、18 とか 19とか、その辺が 17、18、19、中学が特にそうなのですけど、トレンドで右

肩上がりなのですね。そのあとでコロナが来ているので、コロナが不登校の増えた原因で

はないというのは、グラフを見ても分かると思うのですね。ただ、コロナでリカバリーが

難しくなったということは、確かにそうだけど、増えたのはコロナが原因ではないのかな

と思いました。 

もっと大きな問題は、先程井上委員のご発言にありましたが、日本全国で 24 万人の３

分の１がサポートを受けていないというところ、実はそっちの方が問題なのかなと。人数

が増えたとかということではなくて、不登校が増えたということよりも、フォローがされ

ていないことの方が問題なのだと。この間、本会議で言ったのですね。不登校という言葉

は嫌いだとか、おかしいと言ったのですけど、学校に通うことが当たり前、学校に通わな

い子どもは問題児だという。まさかそんなふうに思っていないだろうねというのが私の考

えなのですが、そう考える人もいるのではないかな。不登校自体は問題ではなくて、ケア

をされていないことの方が問題なので、そこはきちっとケアをするというところをやっぱ

りやるべきなのかなと思いました。 

あと町田市の話ですが、「子どもにやさしいまち条例」という新しい条例を作ろうとし

ているのですけど、私の考えは、これが子どもにやさしいまちですということを言わない

方針で行こうと。子どもにやさしいまちとは何でしょうと言えば、先程金井中の発表があ

りましたけど、それがまさに子どもにやさしいまちなんですね。子どもにやさしいまちを

構成している要素、キャリア教育も含めて、子どもとのかかわり合いがたくさんあるまち

と言った方がいいのでしょうかね。大人も含めて、あるいは子ども同士のかかわりあいが

たくさんある町が、教育を中心とした子どもにやさしいまちなのであります。勝手に関根

委員のお話を引用させてもらっているんですが、子どもにやさしいまちとは、多分、そう

いうことだと思います。 

この間、どこかの団体に言いました。皆さんは子どもにやさしいまちと言われたとき、

このまちをそうしようとしたとき、どうしますか、何をしようとしますかというふうに。

例えば工業会、町田市の工場や工業を経営している人たちがいたとして、その工業会の皆

さんに、子どもにやさしいまち条例を作ると言って、子どもにやさしいまちを工業会とし

てやってくださいと言いました。きっと市長は何を言ってるんだろうと思ったと思います

けど、そこがポイントなのですね。工業の世界ではできない、消防の世界ではできない、

警察の世界ではできない、税理士の世界ではできない。できないと思っているそれぞれの

ところが、子どもにやさしいまちとは何かを考えて行動するというところを眼目にしたい

なと思っています。ですが、何と言ってもメインは教育委員会になりますから、そこはた

くさんのプログラムを教育委員の皆さんに考えていただけるのではないかなと思っていま

す。 

 

神蔵部長 市長、ありがとうございました。 
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ただ今、教育にかかわる社会環境の変化について、皆様から様々なご意見をいただきま

した。次に、次期教育大綱をどのように考えていくのか。協議事項の②、次期教育大綱を

策定するための検討の方向性についてに移りたいと思います。 

まず事務局から説明をさせていただきます。 

 

唐澤次長 それでは、先程の資料３をご覧ください。17ページ以降になります。 

それでは協議事項②について、ご説明いたします。「４ 教育大綱の策定に向けて」の

「（１）第３期教育大綱における基本的考え方」をご覧ください。今後、教育大綱の策定

に向けて、検討を進めていくわけでございますが、それにあたっての考え方でございます。 

この教育大綱は、市の教育に関する総合的な施策についての理念や基本的な価値観を示

すものと考えております。理念や基本的な価値観という事でございますので、変わらない

部分もありつつ、変えていかなければならない部分もあろうかと思います。でありますの

で、第３期教育大綱の策定に向けましては、現行の第２期大綱の理念や基本方針を基に、

社会環境の変化を捉えながら、考え方を整理していきたいと考えております。その検討作

業の中で、見直す必要があるものは見直し、尊重し、継続していくべきものは継続してい

くという方向で今後、検討してまいりたいと考えております。具体的には、（２）としま

して、①で今の教育大綱の基本理念をお示ししております。この理念を変えるべきか否か

ということが、検討の一つの大きな観点となろうかと思っております。そして②で、基本

方針ごとに、今後検討して考えをまとめていかなくてはならない事柄を要素としてお示し

しております。 

基本方針Ⅰでは、子どもの学力、体力向上に関することや、協働する力、多様性の理解

の向上に関すること、幼児期から就学、義務教育後の学びに関することが今後の検討の視

点になるかと思います。 

基本方針Ⅱでは、子どもたちの一人ひとりの状況に対応した学習支援、学びの環境作り

に関すること、デジタル社会における教育環境に関すること、それから教員が子どもたち

にしっかりと向き合える環境作りに関することを現時点では想定しております。 

次ページにいきまして、基本方針Ⅲでは、家庭、地域、学校の連携に関すること、家庭

における学びの環境づくりに関することを想定しております。 

基本方針Ⅳでは、生涯を通じた学び、時代に合った学び直し、町田市の地域資源を活か

した学びというような視点を持って、検討を進めていきたいと考えております。 

繰り返しになりますが、考え方をまとめていく中で、見直す必要があるものは見直し、

尊重し継続していくべきものは、継続していくという方向で、今後検討してまいりたいと

思います。 

最後に、（３）で策定体制・スケジュールについて記載してございます。教育大綱は本

総合教育会議の中で協議することとされておりますので、今回を含め、３回の総合教育会

議の中でまとめていく予定でございます。具体的なスケジュールに関しましては、資料で

ご確認いただければと思います。事務局からは以上でございます。 

 

神蔵部長 次期教育大綱の理念や基本方針の考え方ですね。考え方の方向性というも

のをお示しさせていただいたところでございます。 
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それではこの方向性につきまして、委員の皆様からご意見をお伺いしたいと思います。

それでは、後藤委員、よろしくお願いいたします。 

 

後藤委員 資料の 6 ページに町田市への期待と満足というものがグラフ化されており、

それを見ると、やっぱり小・中学校の教育内容とか、地域の活気・コミュニティだとか、

子育て・保育環境、そしてまちのブランドイメージというのがあって、これらの期待度を

上げられるように教育が頑張るというのは、大きな宿命ではないかと思います。 

かたや生活に関すること、町田で生活することについては、こんなに高い率で満足とか

期待をしているということは、これは市民にとって住みやすい町なのだということがはっ

きり出てますね。だから、市民にとって町田市の教育をブランドとして活かせるような、

すぐにはなれないのでしょうけど、やっぱり目指していくべきなんだろうということはす

ごく感じたのです。そのときに、町田にいて、町田の教育を受ける喜びって何かというこ

とが重要な気がするのですね。確かに日本全国で同じような教育が行われているのですけ

ど、やっぱり地域らしさがあって、町田らしい学びだとか、町田だから育つ人間力とか、

そういうことも練っていくというか。私は、町田の子には、協働していく中で、必要なも

のとして粘り強さとか、あるいはすぐに折れない心だとか、力だとか、あるいは再チャレ

ンジをしていこうというたくましさだとか、そういうものを子どもたちに身に付けさせて

あげたいなと、つくづく考えているのです。レールの上をすっと滑るだけではなくて、そ

こにはでこぼこ道もあったり、山や川があったり、上りや下りがあったりする中でも、進

んでいけるような、たくましい人間力みたいなものが、やっぱりこれからはますます必要

になるのだろうということを常に考えているのですけども。 

そういう点で考えると、さっき言った協働という視点ですね。これは今の大綱の中にも

入っていますが、その具体的なものをどういうふうに顕在化させていくか、一つの売りと

していくかですよね。 

先程私が一例で出したこれからの地域そのものも、その囲われた地域というか、一つの

決まった地域での学びというものも必要なのですけど、町田全体でとか、町田市はこうい

う学びができる環境を手にしましたよとか、そういうものがさっき言った町田らしさ、他

の地域にはない町田のものを使うことで、そういうものが魅力になるようにしていきたい

なと考えています。何よりもさっきのコミュニティの点では、やっぱりこれは新たな学校

づくりが核になるだろうと。先ほども申したのですけども、新しく地域がくっついたり、

協働したりしていかなければならない。そこで新しいものを生み出していかなければなら

ない。古いものを継承しつつですけども、今まではこうだからではなくて、今までのこの

良さを使って、未来はこう作っていこうというようなことをできるものが一つの先ほどの

町田のブランドイメージにつながる教育力だとか、地域コミュニティとか、そういうもの

を高める機会になるのではないかということで、そこを大きく期待しているのです。 

今後の５年間の大綱が示すターゲットポイントは、私はそこではないかなと期待してい

ます。大枠は大きな変化はないかもしれないですが、具体的施策をより身近に市民に感じ、

子どもたちに感じさせる町田のオリジナリティを強調した方向で進んでほしいなと期待し

ております。以上です。 
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神蔵部長 後藤委員、ありがとうございました。では、続きまして森山委員、よろし

くお願いいたします。 

 

森山委員 私からは、まず検討の方向性について、大前提になるかと思うのですけど

も、そのあたりのところをお話しして、それを受けて次期教育大綱の策定に関して望むこ

とを発言したいと思います。 

まずこの現行の教育大綱の基本理念とか、やはり基本方針というものについては今のよ

うなかたちで、そういったかたちで検討していくのでよいのではないかと思います。それ

はどういう理由からかといいますと、これは私自身がよく使う言葉なのですけど、古い問

題の新しい解決を探るという言葉です。それはどういうことかというと教育に関しては、

昔から言われていることだけれども、それが時代に応じてその具体化がなされるというふ

うに考えたらいいと思うのです。不易と流行みたいなものです。ですから、ある意味では

教育についての根幹的なもの、例えば知徳体のバランスの取れた力というのは、少なくと

ももう 200年以上前から言われているわけです。時代とともに、それは当然のことながら、

知に当たるところの内容を例にとりましても大きく変化しています。ですけど、その大き

な枠取りというのは、数百年間変わらない、脈々と流れているわけです。ですから、古い

問題なのだけども、それをその時代、その時代に合わせてどういうふうに具体化していく

かというところに、教育を考えるときの大きな要素があるのではないかと考えています。

そういう意味では、そこの見極めを的確にしながら、この教育大綱を作っていくと、おそ

らく理解しやすいようなかたちで表現ができるのではないかと思います。当然、課題を解

決する方法というのは、200 年前と現在とでは全然違うわけです。それは今日の最初のテ

ーマにもかかる問題ですけども、社会環境とか、そういうものが大きく変化しているわけ

ですから、その変化した中で、この目標を今まで言われているような大きな目標に対して、

どういうふうに取り組むかというところが、解決の糸口になるというふうに考えています。 

それを受けて次期教育大綱に望むことということについては、先程申し上げましたよう

に、社会の変化に応じて学校は変わらざるを得ない。そうした方向性に沿って策定しなけ

ればならないという面もあると思います。ただ大前提は、先程申し上げたとおり、今のよ

うなかたちでの基本理念とか、基本方針に沿ったかたちで、検討はなされるべきだと思い

ます。 

それから、教育の多様化に対応した新しい学校づくりという側面を、これは新たな学校

づくりの推進計画という全体に共有する重要な課題がありますので、それとの関係をしっ

かりと打ち出すべきではないかなと思います。 

それから、先程のご発言にもありましたけど、コミュニティ・スクールについては、広

い意味で新しい学校を作るベースになると考えますので、その重要性を次期教育大綱にど

う盛り込むかということを、十分検討する必要はあるのではないかと思います。 

それから、これは私が感じたところなのですけども、この資料３にも的確にお示しいた

だいております教育大綱と教育プランの関係です。これをやはり十分精査しながら教育大

綱の確定に臨んでいただきたいというふうに思います。例えばよく読みますと、教育大綱

と教育プランというのは、ここにも密接な関係があると書いてあります。まさにそのとお

りだと思います。ただ、例えば基本方針という文言がどちらにも使われているのです。教
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育大綱にも基本方針、教育プランにも基本方針。そうすると、市民の方から見ると、教育

大綱の基本方針と教育プランの基本方針が、何か文言は同じなのに、それで中身は当然違

うわけです。ですから、例えば教育プランで基本方針という文言を使うのであれば、大綱

の方は、もう少し広い意味での、教育方針に変わるようなタイトルみたいなものを使った

らどうか。ちょっと今、思いつきですけど、そういうふうにすると、やはり教育大綱の方

に教育プランがある程度含まれるという、そういう位置づけであると理解できます。教育

大綱は、教育プランに全てどこかしら関係があるのです。当然、ベクトルの方向は同じで

すから、そういう意味では、その文言を少しご調整いただければ、違和感がないかたちの

教育大綱になるのではないかなと思います。以上です。 

 

神蔵部長 森山委員ありがとうございました。続きまして井上委員よろしくお願いい

たします。 

 

井上委員 私も方向性については、現行の基本理念や基本方針に沿ったかたちで、い

いのではないかなと思います。市長からもコメントがありましたように、まず不登校とい

う言葉自体が、学校に戻すことを主軸としているため、われわれ大人が学校には通わなけ

ればならないものだという認識をアップデートしていかなければならないと思います。 

現在、学校に通えていない子どもたちの中には、学校に戻りたい子もいれば、学校と家

庭以外の居場所が欲しい子、別の場で勉強がしたい子、新しい人間関係を求めている子な

ど、希望は様々で、そうした希望に対して町田市としてできることがあるのではないでし

ょうか。私は教育センターが掲げる「学校に行く子も行かない子も安心して育つ町田」を

目指すべきだと考えております。そういった理念を、次期の教育大綱にも盛り込んでいた

だけないでしょうか。 

また不登校支援には、保護者のかかわりが重要となります。どんな公的支援があるのか、

相談窓口はどこなのか、相談したらそのあとどうなるのか、進学はどうしたらよいのかな

ど、不安の解消につながる情報や、不登校経験者の実際の進路や、それを支えた家庭の体

験談などといった生きた情報を町田市として積極的に降ろしていただき、保護者はもちろ

んのこと、学校を支える地域住民の皆さんが情報にアクセスしやすい支援環境の整備をお

願いしたいと考えております。こちらも次期の教育大綱に盛り込んでいただけますよう、

ぜひご検討いただきたいと思います。私からは以上です。 

 

神蔵部長 井上委員、ありがとうございました。では続きまして、関根委員、よろし

くお願いいたします。 

 

関根委員 第３期教育大綱における基本的な考え方について、大きな意味での検討の

方向性につきましては、現段階では現行の基本理念や基本方針に沿ったかたちで、検討し

ていくのでよいのではないかと思います。そして、この基本理念と四つの基本方針を踏ま

えた上で、私からは改めて地域で子どもを育むことの効果や重要性、そして現在の課題に

ついて申し上げます。 

コミュニティ・スクールを進めていくと、子どもたちが様々なかたちで地域とかかわっ
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ていくことで、どんどん視野が広がっていきます。今まで目の前の勉強のことや今、やら

なければいけないことしか考えられなかったのが、自分の将来や未来のことを、もっと広

く大きく深く考えられるようになっていきます。さらに主体的、積極的で前向きな考え方

になって、しっかり学ぶことができるようになり、それが自己肯定感の高さにつながって

いくのではないでしょうか。 

最近の子どもは何かがあると、すぐに心がポキッと折れて、もうダメだと思ってしまっ

たり、すぐに無理無理と諦めてしまったりする子が多く見受けられます。しかし、地域で

様々な体験をしたり、たくさんの人と関わっていくことで、何に直面しても自分で切り拓

いていく力や、乗り越える力、柔軟性を持ちながらしなやかに強く生きていく力、いわゆ

る自分力を育むことができるのではないかと、私はずっと思い続けてまいりました。これ

は先ほどの後藤委員のご意見と同じだと思います。 

ですから、コミュニティ・スクールを町田市内にもっと広めていくべきだとは思うので

すが、いまだに地域によってはかなり温度差があり、学校によっては地域を受け入れる理

解がもっと必要なところもあります。コミュニティ・スクールの効果や重要性を、町田市、

全学校でしっかりと理解をしてほしいと思い、今現在も関係各所で、多くの方々が必死で

動いております。先ほどご紹介させていただきましたまちかど子どもギャラリーの取組な

ど、他にも各学校のボランティアコーディネーターが中心となって、少しずつではありま

すが、確実に広がっているのも事実です。５年前、10 年前と比べれば、雲泥の差がある

と私自身が実感しております。学校の先生方は異動してしまいますが、ボランティアコー

ディネーターは、その地域で子どもたちを見守り続ける、いわばその地域のスペシャリス

トです。今後は地域と学校をつなぐボランティアコーディネーターを中心に、しっかりと

学校、地域、家庭の連携を取りながら、町田市のコミュニティ・スクールを推し進めてほ

しいと思っております。 

最後に、次期教育大綱の策定に関しまして私が望むことを申し上げます。本日、私が発

言させていただきましたことは基本方針ⅠからⅣ、全てに関わってくる内容です。ぜひ次

期教育大綱には、学校と地域のさらなる連携、協働の推進をしっかりと盛り込んでいただ

きたいと思っております。以上、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

神蔵部長 関根委員、ありがとうございました。それでは坂本教育長、よろしくお願

いいたします。 

 

坂本教育長 もう既に他の教育委員の皆様からそれぞれの見識に富んだご発言がございま

したので、私からは２点だけ、お話をさせていただきたいと思います。 

１点目は、昔から教育の世界では、森山委員からのお話の中にもありましたが、不易と

流行ということがよく言われます。知徳体のバランスの取れた教育、つまり生きる力の育

成のことですが、こういう基本となる理念というものは大昔から変わるものではありませ

んけれども、そのことの伝え方というのでしょうかね。どういう表現で、どのようなやり

方で伝えたら、市民の皆様に届くかということは、その時代時代に合ったトレンドという

のでしょうか、文科省や東京都の教育振興基本計画などを参考に、市民の皆様にご理解い

ただきやすい表現というのを工夫することも、必要だというふうに感じております。 
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２点目は、先ほどもお話ししましたが、現在、教育委員会では次期の教育プランの策定

作業に入っていて、その検討の中では、それぞれの基本方針に基づく施策について学校教

育と生涯学習というこの両部門の施策を同じ基本方針の中に折り込むことで、子どもを中

心とした学校という学びの拠点を通じて、生涯に渡って市民の皆様が学び続ける環境づく

りというのを推進していく、そういう方向性で考えているところです。 

現行の教育大綱では、基本方針に紐づいている施策の方向性というのは、学校教育と生

涯学習を明確に分けていますので、そのあたりの整合性をどうするかというのも今後検討

すべき課題の一つかなと思っております。 

なお先程、森山先生からもご指摘ありましたが、教育大綱も教育プランも施策の体系の

中で、基本方針という言葉、言い方をしていますが、同じ基本方針なので、この内容が異

なっていると何か整合性が取れていないなというような印象を受けます。私はできるだけ

表題の内容もそろえるべきだというふうに思っておりますけれども、もし異なる内容とな

るようなことがあるのでしたら、この大綱の中の基本方針という言葉、表現を改めるのも

一考かなというふうなかたちで考えております。 

いずれにいたしましても、教育大綱も教育プランも、どっちが上位ということではなく

て、この総合教育会議において、互いに尊重しながらまた協議、調整した上で、その内容

の整合性を図ることを求められていると考えておりますので、その点はどうぞ今後ともよ

ろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

神蔵部長 坂本教育長、ありがとうございました。それでは市長からのご意見伺いた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

 

石阪市長  様々なご意見やご指摘をいただきまして、ありがとうございます。施策の前

提となりますこの大綱の方向性につきましては、皆様方からこのあたりでいいのではない

かというご意見をいただいたと思っておりますので、資料でいうと 17 ページとか、18 ペ

ージとか、この辺を基本にこれから策定をしていくということで行きたいと思っておりま

す。 

大事なのは、先程言った子どもの目線というのでしょうか、それが一番大事だと思いま

す。不登校の話で言えば、行くのが当たり前というのは別に子ども目線ではないわけで、

どういうふうに子どもから見たら見えるかということだと思います。ただ、それを表現す

るのはなかなか難しいですね。私の感じでは、先程も子どもにやさしいまちという話をし

ましたが、一言で言うと、豊かな経験ができるまちが子どもにやさしいまちとだと。豊か

な経験ができる、つまり子ども目線の表現ですよね。それは先程来ありましたコミュニテ

ィ・スクールもそうですし、あるいは学校における活動もそうだし、あるいは大地沢でキ

ャンプだとか、もっともっとたくさんのプログラムを用意して、豊かな経験ができるよう

に大地沢なんかも変えていこうというのは、やっぱり今言ったように豊かな経験ができる

まちということであって、まさしく子ども目線のまちだと思います。 

これは語弊があるかもしれませんが、小学校中学校の勉強というか、学校の勉強という

か、学力とかというのは、２番目なのですね。やっぱり１番目は豊かな経験。豊かな経験

があれば１年後、２年後にその経験を思い出して、今言った勉強の方にも役に立つわけで、
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順番はやっぱり豊かな経験がまずベースにあって、その上に学力とか、そういったものが

養われていくのであって、逆ではないのですね。だからそこは、０歳児にも３歳児にも小

学校３年生にも、もちろん大人にとっても当然なのですが、やっぱりどの世代にとっても、

豊かな経験できるまちであれば、ちょっと遠回りですけど、学力も上がっていくし、体力

も上がっていくかなと思っています。そして、豊かな経験ができるまちにしていくという

のは、教育委員会だけでなくて、町田市の行政を担っている全ての部局が担うべきテーマ

です。そこを考えれば、教育大綱をもとに、子どもにやさしいまちに向かってみんなが活

動できる、そういうまちになるかなと。ブランドとしてどうなのかなというのはなかなか

難しいのですけど、そういう意味で子ども目線でものを考える、置き変えることは大切だ

と思います。 

話は少し変わりますが、文科省のデジタル教科書の問題も、なかなか示されないですね。

我々は４年先、５年先、６年ぐらい先までの議論をしている。それで、では文科省がデジ

タル教育について、６年先までどういう方針を出しているのかと言うと、はっきり見えな

いのですね。長期的なことについて、大きな枠組というか、お金も含めて、そういうもの

に対して長期的な見通しとか、考え方とか、そういったものを使って５年先、10 年先ど

うするかというのを示さないで、市町村あるいは都道府県に５年先、10 年先のこういう

プランを考えろと。本当に難しい話なのです。他の省庁とは違って、文科省は非常に大き

な制約を都道府県とか市町村に与えていますから、文科省が長期的なビジョンを示さない

で市町村に長期的なビジョンを作れ、教育大綱を作れ、教育プランを作れとか、もう本当

に難しい話なのですね。だからそこは早期にこうした方向性みたいなもの、文科省として

は、例えばデジタル教育は今後こういう方向で行くのだ、これぐらいの時期にこうするの

だと、言わなければいけない義務があると思っています。我々はそういう中で長期の話を

作ろうとしているので、言ってしまえば、そういう策定する側としての気概というか、そ

ういうものを持って進めていきたいなと思っています。 

 

神蔵部長 ありがとうございました。本日は委員の皆様からさまざまな面からご意見

をいただいているところでございます。いただいたご意見につきましては、今後どのよう

に反映できるか検討していきたいと思っております。本日お示ししました次期教育大綱策

定に向けた方向性につきましては、この方向性に添えまして、大綱の策定に向けて検討を

進めさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは残り時間もわずかになりましたが、何かご意見等がございましたら、お願いい

たします。皆様、よろしいでしょうか。それでは以上をもちまして 2022 年度第１回町田

市総合教育会議を終了いたします。本日はありがとうございました。 

全員 ありがとうございました。 

 

【午前１１時５３分閉会】 


